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は
　
じ
　

め
　

に

　
筆
者
が
石
川
丈
山

(
一
五
八
三

・
天
正

一
一
～

一
六
七
二

・
寛
文

一
二
)
に
関

与
し
た
の
は
、
今
か
ら
四
十
数
年
前
に
な
る
。
恩
師
の
西
田
直
二
郎
先
生
か
ら
、

詩
仙
堂
か
ら
案
内
の
小
冊
子
を
頼
ま
れ

た
が
、
自
分
も
ト
シ
だ
か
ら
代

っ
て
や
れ

と
言
わ
れ
て
、
丈
山
伝
が
連
載
さ
れ
て
い
た
骨
菫
誌
を
貸
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

小
冊
子
は

一
九
六

一

(
昭
和
三
六
)
年

に
出
す

(
最
近
絶
版
)。

　
そ
の
後
、
し
ば
し
ば
詩
仙
堂
を
訪
れ

て
お
ら
れ
た
神
谷
義
郎
氏

(愛
知
教
育
大

教
授
)
に
お
目
に
か
か

っ
た
。
氏
は
丈
山
に
心
酔
し
て
氏
の
所
有
地
に

「丈
山
文

庫
」
を
造
営
、
丈
山
が

一
時
北
白
河
に
住
ん
で
い
た
小
宅
や
庭
の
一
部
が
敗
戦
後

も
残

っ
て
い
た
の
を
移
さ
れ
た
。
筆
者
も
そ
の
築
跡
を

一
見
し
た
が
、
勿
論
何
も

残

っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
住
宅
地
と
な

っ
た
。

　
詩
仙
堂
は
そ
の
後
寺
と
な

っ
て
詩
仙
堂
丈
山
寺
と
な

っ
た
。
そ
の
当
時
だ
と
思

う
が
、
と
き
ど
き
詩
仙
堂
を
訪
れ
て
お
ら
れ
た
大
仏
次
郎
氏
が
、
住
職

の
石
川
琢

堂
師
の
懇
請
で
詩
仙
堂
総
代

の
一
人
と
な
ら
れ
、
堂
北
の
琢
堂
師
新
築

の
住
居
に

「草
々
居
」
と
命
名
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
か
ら
数
年
間
丈
山
忌

(
五
月
二
三
日
)

に
丈
山
の
遺
物
中

の
書
類
を
展
観
、
筆
者
も
こ
れ
に
関
係
し
た
。
な
お
大
仏
氏
の

墓
碑
は
琢
堂
師

の
筆

に
な
る
。

　

一
九
七

一
(
昭
和
四
六
)
年
詩
仙
堂
か
ら
出
版
し
た
写
真
集

『詩
仙
堂
』
　
(非

売
品
)
に
、
丈
山
の
事
蹟
を
執
筆
し
た
。
こ
の
時
は
丈
山
の
養
子
石
川
克
の
後
裔

石
川
準
三
氏
の
奈
良
の
お
宅
を
伺
い

(現
在
東
京

に
移
住
)
、

狩
野
永
納

(
一
六

三

一
～
九

一
、
山
雪
の
子
、　
『本
朝
画
史
』

の
著
者
)
の
描
い
た
創
建
当
初
の
詩

仙
堂
の
画

(
写
真
参
照
)、

そ
の
他
、

三
十
六
詩
仙
の
肖
像
や
、
肖
像
を
単
純
に

線
書
き
し
て
丈
山
が
詩
を
ど
の
よ
う
に
入
れ
る
か
を
考
え
て
書
い
た
原
稿
な
ど
貴

重
な
資
料
を
え
た
。

つ
い
で
に
言
う
が
、
今
日
詩
仙
堂

の
大
広
間
に
な

っ
て
い
る

方
丈
は
創
建
当
時

は
な
く
、
丈
山
百
五
十
年
忌
に
尽
力
し
た
平
戸
侯
松
浦
静
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
つ
し

(
一
七
六
〇
～

一
八
四

一
、　
『
甲
子
夜
話
』
二
七
八
巻
の
著
者
、
こ
の
書
中
に
百

五
十
年
忌
に
つ
い
て
書
か
れ
、
こ
の
時
寄
せ
ら
れ
た
武
士
か
ら
庶
民
に
い
た
る
ま

で
の
書
や
詩
歌
類

〈詩
仙
堂
現
蔵
〉
を
た
ん
ね
ん
に
筆
録
し
、
ま
た
自
ら
凹
凸
寞
…

十
二
景
な
ど
を
描
き
、
丈
山
を
模
し
た
隷
書
を
入
れ
る
)
が
十
年
忌
に
尽
力
し
て

余

っ
た
金
で
こ
の
方
丈
を
増
築
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
八
年
後
、
料
亭
順
正
主
人
で
茶
道
黌
会
を
起
し
、
ま
た

コ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
知
ら
れ
た
堪
庵
上
田
堪

一
郎
氏

(数
年
前
物
故
、
書
道
誌

「墨
」
に

「最
後
の

数
寄
者
」
と
し
て
特
集
が
あ
る
)
が

一
九
七
四
年
に
、
所
蔵
の
丈
山
の
書
を
詩
仙

堂
す
こ
し
東

の
京
都
民
芸
館

(現
在
廃
絶
)
で
展
観
さ
れ
た
時
に
、
筆
者
は
そ
の

解
読
文
を
書

い
た
。
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窓史

　
そ
の
前
後
で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
琢
堂
師
か
ら
丈
山
伝
を
執
筆
し
て
ほ
し
い
と

の
話
が
あ
り
、
多
少
は
勉
強
し
て
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
大
学

へ
客
員
教
授
と
し
て
赴
任

す
る
前

(
一
九
七
四
)
に
素
稿
を
琢
堂
師
に
託
し
て
お
い
た
。

一
年
後
帰
国
し
た

が
、
別

に
急
ぐ
話
も
な
か
っ
た
の
で
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
が
、
数

年
し
て
本
格
的
に
完
成
し
て
ほ
し
い
と

い
う
話
で
、
ま
た
旧
稿
に
手
を
入
れ
は
じ

め
た
。
し
ば
ら
く
放
置
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
の
間
に

一
九
八

一
、
二
年

に

「跡

見
学
園
女
子
大
学
紀
要
」
に
小
川
武
彦
民
が

「
石
川
丈
山
年
譜
」
を
発
表
さ
れ
て

い
る
の
を
知

っ
て
同
大
学
よ
り
寄
贈
し
て
も
ら

っ
た
。
こ
れ
は
筆
者
が
従
来
丈
山

の
交
友

に
つ
い
て
林
羅
山
の
文
集
、
詩
集
以
外
に
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
か

っ
た
羅

山
の
二
子
鵞
峰
や
読
耕
斎
、
堀
杏
庵
、
松
永
尺
五
ら
の
文
集
を
博
捜
さ
れ
、
必
要

な
原
文
や
原
史
料
を
引
用
し
た
頗
る
詳
細
な
、
ま
き
に
労
作
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は

「
上
、
上
2
」
と
あ

っ
て
丈
山
が
詩
仙
堂
を
造
営
し
て
隠
棲
す
る
以
前
で
終

っ
て

い
た
が
、

一
九
九
四
年
に

『石
川
丈
山
年
譜
、
本
篇
』
と
し
て
青
裳
堂
書
店
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふし
よう

発
刊
さ
れ
、
二
年
後
に

『
続
編
』　
(
『覆
醤
集
』
石
川
克
編
集
の

『新
編
覆
醤
集
』

と
同
続
集
の
影
印
本
が
主
)
が
発
刊
さ
れ
た
。
前
者
は
約
五
〇
〇
頁
の
大
作
で
あ

る

(
以
下

『年
譜
』
と
略
称
)。

た

だ

小
川
氏
は
石
川
準
三
氏
の
資
料
は
見
て
お

ら
れ
な
い
よ
う
で
、
ま
た
詩
仙
堂
の
什
宝
も
、
多
分
今
ま
で
他
見
を
許
さ
な
か
っ

た
せ
い
か
未
見
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
丈
山
の
詩

に
つ
い
て
は
多
く
詩
の
題
の
み

で
、
若
干
丈
山
伝
の
資
料
と
な
る
点

は
採
ら
れ
て
い
る
。
什
宝
は
今
回
詩
仙
堂
総

代
の

一
人
で
熱
心
な
丈
山
礼
賛
者
の
中

野
博
文
医
博

(大
阪
市
浪

速

区
桜

川
町

住
)

の
御
尽
力
と
同
氏
の
カ
メ
ラ
で

一
応
撮
影
が
で
き
た
。
ま
た
詩
に
つ
い
て
は

岩
波
版
の

『江
戸
詩
人
選
集
』
第

一
巻

が
丈
山
、
元
政

に
充
て
、
詩
数
は

一
部
で

あ
る
が
、
専
門
家

の
解
説
で
、

丈
山
が
非
常
に
よ
く
中
国
古
代
の
詩
人
を
研
究

し
、
そ
の
詩
に
と
り
い
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
書

に
つ
い
て
は
綾
村
坦

園
著

『
丈
山
』　
(
文
人
書
譜
2
、
淡
交
社
、

一
九
七
八
)
が
あ
る
。
近
年
中
薗
英

助
氏
が

「艶
隠
者
、

小
説
石
川
丈
山
」

(
「新
潮
」
　
一
九
九
七
年

一
一
月
号
、

の

ち
単
行
本
)
を
発
表
さ
れ
た
。
清
見
寺
と
の
関
係
と
丈
山
の
青
年
期
の
詩
の
勉
強

や
、
詩
仙
堂
隠
棲
前

の
住
屠

(
現
代
人
の
伝
承
、
相
当
広
い
の
が
注
目
さ
れ
る
)

な
ど
が
参
考
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
丈
山
と
い
え
ば
詩
と
書
に
お
い
て
元
政
と
並
ぶ
江
戸
初
期

の
大
家
で

あ
り
、
庭
園
に
つ
い
て
も
確
実
な
の
は
詩
仙
堂

(
前
述
永
納
の
図
に
よ
る
と
、
入

口
は
西
側
に
あ

っ
て
、
そ
の
入

っ
た
と
こ
ろ
に
多
く
の
樹
木
が
あ
り
、
唐
趣
味

の

丈
山
の
好
み
は
三
十
六
詩
仙
像
を
か
ざ

っ
た
四
畳
半
の
詩
仙
堂
の
前
の
小
さ
な
庭

と
さ
れ
る
)
の
外
に
枳
殻
邸
渉
成
園
が
あ
り
、
そ
の
他
上
高
野
の
蓮
華
寺
や
京
田

辺
市

の
薪

一
休
寺
11
酬
恩
庵
な
ど
も
丈
山
作
か
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

確
証
は
な
い
。
ま
た
篆
刻

の
方
で
も
頗
る
研
究
し
た
よ
う
で
、
こ
れ
ら
多
方
面
の

丈
山
の
業
績
は
、
近
代
政
治
史
研
究
の
筆
者
に
は
頗
る
重
荷
で
あ
り
、

一
応
丈
山

伝

は
書
き
あ
げ
た
も

の
の

(出
版
事
情

の
悪
い
折
柄
、

目
下
出
版
交
渉

に
奔

走

中
)、
内
心
忸
怩
た
る
を
禁
じ
得
な
い
。

　
な
お
付
言
す
れ
ば
、
先
年
三
河
安
城
の
歴
史
博
物
館
で
丈
山
展
が
開
か
れ
講
演

を
依
頼
さ
れ
た
つ
い
で
に
周
辺
を
案
内
し
て
頂
い
た
が
、
往
年

(
と
い
っ
て
も
四

十
年
ほ
ど
前
)
琢
堂
師
と
こ
の
辺
を

一
巡
し
た
時
は
、　
「石
川
丈
山
産
湯
の
井
」

と
い
う
木
標
が
建

っ
て
い
た
場
所
が
丈
山
公
園
と
な
り

(最
近
丈
山
苑
と
改
称
の

よ
し
)
、
ま
た
近
く
の
公
立
の
小
学
校
が

「丈
山
小
学
校
」

と
い
う
名
称
に
な

っ

て
い
た
。
ま
た
同
地
に
は

「丈
山
会
」
が
あ

っ
て
会
員
百
余
名
を
擁
し
、
丈
山
研

究
と
顕
彰

に
尽
粋
さ
れ
、
そ
の
研
究
成
果
は
安
城
市
教
育
委
員
会
発
行
の

「
安
城

歴
史
研
究
」
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
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石川丈山研究余話

一　

丈
山
致
仕

の
理
由
に

つ
い
て

　
丈
山
は
三
河
国
碧
海
郡
泉
郷

(今
の
三
河
安
城
市
泉
町
)
に
生
れ
た
。
人
見
竹

洞
の

「東
渓
石
先
生
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、

二
歳
の
時

に
乳
母
に
つ
れ
ら
れ
て
祭

に

行

っ
た
時
の
こ
と
を
後
年
乳
母
に
語

っ
て
そ
の
記
憶
力
を
驚
か
せ
た
と
か
、
四
歳

の
時
に
野
寺
ま
で
三
里
の
道

(
こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
で
現
在
計
測
し
た
と
こ
ろ

一
・

五
キ
卩
と
い
う
)
を
叔
父
に
せ
が
ん
で
同
行
し
た
と
か
、
そ
の
他
少
年
時
代
よ
り

剛
毅
な
三
河
武
士
の
面
影
を
備
え
て
い
た
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
丈
山
の
曽
祖
父
信
治
が
松
平

(
の
ち
徳
川
姓
)
清
康
に
仕
え
た
三
河
武
士
で
、

父
信
定
は

一
五
七
八

(
天
正
六
)
年

の
田
中
城

の
攻
略
時
に
重
傷
を
負
う
た
。
丈

山
は
そ
の
五
年
後
の
出
生
で
、
母
は
本
多
重
貞

の
女
と
い
う
。
の
ち
に
も
本
多
家

と
の
関
係
が
出
る
が
、
こ
の
重
貞

は
青
野
家

に
養
子
に
い

っ
て
い
る
の
で
、
正
し

く
は
青
野
姓
と
い
う
。
こ
の
負
傷

の
せ
い
で
も
あ
ろ
う
か
、
父
は
丈
山
を
そ
の
膝

下
か
ら
手
離
し
た
く
な
か

っ
た
ら
し
く
、
雄
心
勃
々
の
丈
山
は

こ
二
歳
の
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　

おし

家
を
抜
け
出
し
て
、
忍
城
に
い
た
叔
父

の
石
川
信
光
の
許

へ
行

っ
た
。
ま
も
な
く

徳
川
家
康
が
石
川
家
の
先
祖
の
功
績
に
鑑
み
丈
山
を
幕
下
に
加

へ
た
と
い
う
。
丈

山

一
六
歳
の
時
父
が
死
去
し
た
の
で
、
そ

の
直
後

の
こ
と
ら
し
い
。

一
八
歳
の
時

に
関

ケ
原
の
戦
に
従
軍
し
た
が
、
家
康

の
幕
下
で
あ
る
の
で
直
接
戦
闘
に
は
か
か

わ
ら
な
か

っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
か
ら

二
五
歳
こ
ろ
ま
で
家
康
に
従

っ
て
京
、

伏

見
、
駿
河
、
江
戸
の
間
を
転
々
と
し
て
い
た
。
こ
の
頃
家
康
に
仕
え
た
林
羅
山
と

の
交
友
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
は
、
丈
山

の
生
涯
の
重
大
な
で
き
ご
と
で
あ
り
、
ま

た
二
二
歳

こ
ろ
羅
山
、
吉
田

(
角
倉
)
素
庵
を
通
じ
て
藤
原
惺
窩
に
も
会

っ
た
と

い
う
。

　
そ
れ
か
ら
暫
く
は
述
べ
る
べ
き
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
大
坂
冬
の
陣
が
丈
山
三

三
歳
の
時
、
先
登
し
て
処
罰
さ
れ
る
の
が
翌
年
の
夏
の
陣
で
あ
る
。
年
次
は
確
定

し
が
た
い
が
、
こ
の
間
丈
山
の
生
涯
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
駿
河
の
清

　
　
　
き
よご
う

見
寺

(
巨
鼇
山
清
見
興
国
禅
寺
)
の
説
心
和
尚
と
の
交
渉
で
あ
り
、
説
心
の
門
下

に
は
の
ち
の
大
梁
禅
師
が
い
た
。
禅
で
は
丈
山
の
兄
弟
子
に
な
る
と
い
う
。
こ
の

こ
と
は

『年
譜
』
に
は
年
次
が
確
定
し
が
た
い
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な

い
が
、
小
薗
英
助
氏
は
清
見
寺
発
行
の

『
清
見
寺

の
歩
み
　
考
』
な
ど
に
拠

っ
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
丈
山
は
説
心
に
参
禅
し
て
印
可
を
受
け
た
と
い
う
。
ま
た
説

心
は
詩
心
が
あ

っ
て
、
と
く
に

『
三
体
詩
』
を
講
義
し
て
い
て
、　
『
三
体
詩
素
懐

抄
』

の
著
も
あ
る
と
い
う

(
中
田
祝
夫
氏
の
編
で
勉
強
堂
か
ら

一
九
七
七
年
に
出

版

の
よ
し
)
。

こ
の
詩
集
は

『
三
体
唐
詩
』
が
正
式
名
称
で
、

辞
書
に
は

「
さ
ん

た
い
し
」
と
あ
る
が
、
研
究
者
の
間
で
は

「さ
ん
て
い
し
」
と
称
す
る
と
い
う
。

三
体
と
は
七
言
絶
句
、

七
言
律
詩
、

五
言
律
詩
を

い

い
、
江
戸
時
代
に
盛
行
し

た
。　
『唐
詩
選
』
が
中
唐
、
晩
唐
の
詩
を
ほ
と
ん
ど
と
り
あ
げ
て
い
な
い
の
に
対

し
、
本
集
は
中
晩
唐
詩
を
多
く
載
せ
る
。
と
す
れ
ば
説
心
は
詩
僧
と
し
て
は
著
名

で
は
な
い
が
、
地
方
に
お
け
る
詩
僧
と
し
て
は
名
を
な
し
て
い
た
ら
し
い
。
後
年

丈
山
が
大
梁
禅
師
に
与
え
た
書
簡
中
に

(『新
編
覆
醤
続
集
』
、
巻
之
十
、
『年
譜
』

附
編
、
六
三
四
ー
五
頁
)
、

　
　
…
…
臨
三
毫
素
一正
切
二遠
懐
嚇
想
夫
河
陽
満
懸
之
花
、
三
保
茂
林
之
松
、
田
子

　
　
長
江
之
月
、

冨
児
半
空
之
雪
、

挙
在
ご
目
前
↓
是
皆
曩
時
偕
二
和
尚
一携
囲一童

　
　
男
↓
提
二酒
櫨
或
吟
二弄
嘯
傲
於
其
間

一者
盍
在
レ歳
也
。

　
　
　
毫
素
に
臨
ん
で
貴
下
の
書
簡
を
手
に
し
て
)
正
に
遠
懐
に
切
な
り

(昔
を
憶
う
情
に

　
　
　
迫
ら
れ
る
)。
憶
う
に
夫
れ
河
陽
の
満
懸
の
花

(川
の
北
に
満
開
の
桜
)、
三
保
茂
林

　
　
　
の
松
、
田
子
長
江
の
月
、
富
児

(士
)
半
空
の
雪
、
挙
て
目
前
に
在
り
。
是
れ
皆
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

　
　
　
時

(さ
き
の
時
、
昔
)
和
尚

(説
心
)
と
偕
に
童
男
を
携
え
、
酒
権
を
提
げ
て
其
の

　
　
　
間
に
吟
弄
嘯
傲
せ
し
も
の
、
盍
し
歳
あ
る
な
り
。

3
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丈
山
は
昔
説
心
和
尚
と
酒
を
携
え
て
近
辺
の
名
勝
を
た
ず
ね
、
詩
を
吟
じ
た
こ

と
を
想
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
丈
山
が
説
心
か
ら
詩
を
教
わ

っ
て
、
そ
れ
を
楽

し
み
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
丈
山
は

一
つ
の
事
に
志
す
と
、
異
常
な
ほ
ど
集
中
す
る
人
で
あ
る
。
時
期
は
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
の
頃
母
親
が
病
気
に
な

っ
て
帰
郷
し
た
時
、
看
病

の
間
に

『文

選
』
を
読
破
し
た
と
い
う
。　
『
文
選
』
六
〇
巻

は
南
朝
梁

の
昭
明
太
子

の
撰
し
た

周
～
南
北
朝
約
千
年
の
詩
文
集
で
、
は
や
く
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
た
が
、
頗
る
大

部
な
も
の
で
あ
る
。

　
丈
山
の
詩
と
し
て
つ
ね
に
詩
吟
に
出

る

「白
扇
倒
ま
に
か
か
る
東
海
の
天
」
は

い

つ
頃
の
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、

『
覆
醤
集
』
の
冒
頭
に
あ
り
、
丈
山
四

一
歳

頃
の
作
と
推
定
さ
れ
、
羅
山
の
丈
山
宛
書
簡
で
は
三
六
歳
頃
よ
り
羅
山
に
詩
を
贈

っ
て
お
り
、　
(詩
に
つ
い
て
は
な
お
後
述
)、

あ
る
随
筆
に
あ
る
、

丈
山
は
三
十

に
い
た
る
ま
で
目
に

一
丁
字
も
な
し
、
な
ど
が
、
実
に
不
確
実
か
が
わ
か
る
。
こ

れ
ら
の
丈
山
の
学
問
を
考
え
ね
ば
、
武
士
を
や
め
て
隠
棲
す
る

一
つ
の
基
礎
は
理

解
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
さ
て
丈
山
が
禁
令
を
犯
し
て
ま
で
先
登
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
出
発
に
際
し

て
説
心
に
決
意
を
語

っ
た
と
か
、
京
に
あ

っ
て
母
親
か
ら
の
激
励

の
書
簡

に
接

し
、
重
病
を
冒
し
て
籠
で
出
陣
し
、
途
中
乗
馬
し
、
水
を
飲
む
と
心
機

一
転
、
病

も
ふ

っ
と
び
、
官
使
と
称
し
て
諸
隊
の
先
に
出
、
禁
令
を
犯
し
て
先
登
し
、
戦
後

処
罰
さ
れ
る

(
こ
の
あ
た
り

『
年
譜
』

二
二
九
頁
以
下
参
照
)
。
処
罰
さ
れ
て
な
ぜ

武
士
を
や
め
た
か
に
つ
い
て
は
、
『京
都

の
歴
史
』
(
第
四
巻
、
七
四

一
頁
)
に
、

　
　
石
川
丈
山
も
、
三
河
武
士
と
し
て
徳
川
氏
の
旗
本
で
豪
勇
を
も

っ
て
知
ら
れ

　
　
て
い
た
が
、
関

ヶ
原
前
後
、
旧
豊
臣
方
の
将
士
が
政
策
的

に
優
遇
せ
ら
れ
る

　
　
の
に
反
し
、
譜
代
の
家
臣
は
か
え

っ
て
下
積
み
に
さ
れ
る
矛
盾
に
あ
き
た
ら

　
　
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
苦
悩
の
末
、
夏
の
陣
を
最
後
の
機
会
と
し
て
、
み
ず
か

　
　
ら
軍
令
に
そ
む
い
て
抜
け
懸
け
の
功
名
を
あ
ら
わ
す
。
今
度
こ
そ
は

一
国

一

　
　
城
を
恩
賞
に
と
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
結
果
は
処
罰

　
　
と
な

っ
て
返

っ
て
き
た
。
こ
の
時
点
で
彼
は
武
士
を
す
て
、
惺
窩
を
師
と
し

　
　
て
学
問
の
道
を
歩
む
。

　
こ
の
種
の
本
と
し
て
は
か
な
り
長
い
記
述
で
あ
る
が
、
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。

　
右

の
記
述
を
論
評
す
る
こ
と
は
若
干
の
検
討
が
必
要
で
あ
り

(
例
え
ば
旧
豊
臣

方
将
士
の
優
遇
と
譜
代

の
下
積
み
云
々
、
軍
令
を
犯
し
て
も

一
番

乗

り
を
す
れ

ば
、
軍
令
違
反
は
黙
認
さ
れ
て

一
国

一
城
の
主
と
な
り
う
る
の
か
、
こ
れ
と
関
連

し
て
丈
山
の
家
格
な
ど
)
、

今
は
深
く
立
入
ら
な
い
。

し
か
し
右

の
説

は
管
見

の

範
囲
で
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
い
ま

一
つ
特
異
な
説
は
後
述
す
る
宮
武
外
骨
氏
の
丈
山
を
密
偵
に
し
た
て
よ
う

と
す
る
考
え
で
、
こ
れ
が
密
偵
と
な
る
芝
居
の
よ
う
に
み
る
が
、
暴
論
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
小
川
氏
が
検
討
さ
れ
た
、
こ
の

一
番
乗
り
は

丈
山

一
人
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り

(『年
譜
』

=
二
四
頁
以
下
)
、
他
に

三
人

(
一
説
二
人
)
い
た
が
、
丈
山
以
外
は
他
の
取
な
し
で
復
職
し
た
、
丈
山
も

松
平
正
綱
が
取
り
な
そ
う
と
し
た
が
、
丈
山
が
断
わ

っ
た
の
で
絶
交
同
様
と
な

っ

た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
当
時
武
士
階
級
は
上
昇
の
階
級
で
あ
り
、
こ
れ
を
や

め
て
文
人
な
い
し
詩
人
と
し
て
立
つ
に
は
余
程
の
勇
気
が
必
要
で
あ
る
。
丈
山
の

自
記
に
よ
れ
ば
、
隠
棲
は
自
分

の
素
志
で
あ

っ
た
と
言

っ
て
お
り
、
筆
者
は
こ
れ

を
信
ず
る
よ
り
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
文
の
道
に
進
ん
で
も
将
来
性

は
あ
る
と
い
う
自
信
が
、
前
述
の
学
問
よ
り
し
て
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

4



石川丈山研究余話

う
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ま

一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
夏
の
陣
の
年
に
元
和
と
改
元
さ
れ
、
い

わ
ゆ
る

「元
和
堰
武
」
で
、
日
本

の
大
勢

は
平
和
に
向
う
方
向
に
あ
る
。
徳
川
氏

か
ら
す
れ
ば
、
な
お
若
干
の
反
抗

は
警
戒

し
て
は
い
る
も
の
の
、
大
勢
は
武
士
が

そ
の
武
略
や
武
技
を
も

っ
て
活
躍
す
る
時
代
は
遠
ざ
か
り

っ
つ
あ
る
。
丈
山
が
そ

の
大
勢
を
見
て
文
に
転
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
像
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
資
料
的
に
は
論
じ
難
い
。

二

二

度

の

仕

官

　
丈
山
が
致
仕
し
た
の
は

一
六

一
五

(元

和
元
)
年
で
あ
る
。
こ
の
致
仕
の
の
ち

妙
心
寺
に
寄
寓
し
、
そ
こ
の
雲
居
和
尚
が
大
坂
城
に
い
た
塙
団
右
御
門
に
会
い
に

い

っ
た
の
が
問
題
と
な
り
、

丈
山
は
こ
れ
に
関
与
し
た
が
、

詳
細
は
省
く

(『
年

譜
』

一
四
七
頁
以
下
)
。

　
翌

一
六
年
母
の
病
気
見
舞

に

一
時
帰
郷
す
る
。
こ
の
時
前
述

の
松
平
正
綱
が
復

職
を
す
す
め
た
が
断
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
翌
々

一
七
年
藤
原
惺
窩

に
会
う
か
。
惺
窩
は
詩
人
と
し
て
の
丈
山
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
林
羅
山
は
京
都

の
四
条
辺
の
生
れ
で
、
時
々
京
都
に
帰

っ
て
い
た
か
ら
、
丈
山
は
猩
窩

の
高
弟
ら
と
も
交
わ

っ
て
い
た
。

　
翌

一
八
年

(元
和
四
)、　
『東
渓
石
先
生
年
譜
』
に
よ
る
と
、

　
　
本
多
出
羽
守
憫
二公
之
流
落
↓
請
二
一
諸
侯
招
レ
公
、

為
レ客
。　

(中
略
)

不
レ

　
　
称
レ意
而
去
。
題
レ
壁
日
、
白
鴎
不
レ
倖
三
野
水
↓

　
記
述
は
極
め
て
簡
単
で
、

こ
の

コ

諸
侯
」
が
誰
れ
で
あ
る
の
か
、
編
者
人
見

竹
洞
が
知
ら
な
か

っ
た
と
か
、
知

っ
て
い
た
が
名
を
記
す
る
に
は
ば
か
る
理
由
が

あ

っ
た
と
か
説
か
れ
て
お
り
、
小
川
氏
も
藤
堂
高
虎
説

(『
土
屋
治
貞
私
記
』、
天

野
信
景
の
随
筆

『
塩
尻
』)
、
徳
川
頼
宣
説

(
こ
れ
は
頼
宣
の
紀
州
入
部
が
翌
年
な

の
で
成
立
せ
ず
)
、

浅
野
長
晟
説

(
こ
れ
は
他
に
も
あ
り
、

筆
者
も
実
は
浅
野
家

が
の
ち
広
島

に
移

っ
た
の
で
紀
州
の
浅
野
と
す
る
の
が
自
然
と
考
え
て
い
た
)
が

あ
り
、
小
川
氏
は
断
定
し
難
い
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
前
掲
岩
波
版

『江
戸

詩
人
選
集
』
第

一
巻
の
月
報
に
、
小
川
氏
が

「元
和
期

の
石
川
丈
山
の
動
向
し
な

る

一
文
を
寄
せ
ら
れ
、　
「
一
諸
侯
」
が
藤
堂
高
虎
な
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ

の
概
要
は
次

の
と
お
り
。
昭
和
五
三
年
東
京

の
古
書

の
売
立
に

「施
氏
七
書
講
義

慶
長
元
和
中
刊
古
活
字
版
石
川
丈
山
自
筆
朱
墨
訓
点
詩
仙
堂
印
有
り
。
十
八
冊
云

々
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
概
要
は
施
子
美
撰

の
兵
法
七
書
の
講
義
で
、
巻
四
二
中

の

一
四
の
巻
末
に
丈
山
と

一
部
菅
玄
同
の
識
語
が
あ
り
、
丈
山
の
は
巻

二
の

「元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔同
〕

和
六
歳
在
庚
濡
灘
夏
五
月
予
主
高
虎
公
在
南
勢
之
邸
舎
而
雛
之
玄
東
生
之
本
手
親

点
之
」
と
あ
り
、
識
語
の

一
一
に
元
和
七
年
七
月

一
九
目
と
あ

っ
て
こ
れ
は
京
都

に
い
た
の
で
、
伊
勢
に
い
た
の
は
六
年
秋
ま
で
ら
し
い
。
ま
た
菅
玄
同
の
識
語
に

元
和
四
年
四
月
に
巻
三
六
の
訓
点
を
行

っ
た
が
不
明
の
点
あ
り
云
々
と
あ
り
、
小

川
氏
は
こ
の
頃
か
ら
丈
山
も
参
加
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つち
はし

　
　
号
は
南
浦
鳥
鱗
子
、
妃
左
近
な
ど
。

　
高
虎
が
な
ぜ
丈
出
、
玄
同
ら
を
招
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
頃
高
虎
が
将
軍

　
　
　
　
ま
さ
ご

秀
忠
の
女
和
子
の
入
内
問
題
や
後
水
尾
天
皇
の
譲
位
問
題
で
、
江
戸
と
京
の
間
で

奔
走
し
て
い
た
か
ら
、
京
と
の
関
連
づ
け
で
招
い
た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
人
見

竹
洞
が

「
一
諸
侯
」
と
し
た
の
は
、
丈
山
を
高
虎

に
す
す
め
た
本
多
正
勝
が
元
和

八
年
父
正
純
の
件
に
連
坐
し
て
出
羽
に
流
さ
れ
て
い
る
の
で
、
藤
堂
の
名
を
出
す

の
を
控
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
小
川
氏
の
推
測
で
、
筆
者
も
こ
の
あ

た
り
が
妥
当
な
見
解
で
は
な
い
か
と
思
う
。
小
川
氏
は
さ
ら
に
丈
山
が
兵
法
書
を

手
が
け
て
い
る
の
は
、
な
お
完
全
に
文
の
道
に
踏
切
り
え
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
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か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
元
和
四
年
と
い
え
ば
丈
山
武
士
た
る
を
断
念
し
て
よ
り
五

年
、
三
六
歳
で
あ
り
、
そ
の
五
年
後
広
島
藩

に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
高
虎
が
丈
山
や
京

の
惺
窩
門
の
人
び
と
を
集
め
た
か
が
問
題

と
な
る
。
集
め
た
と
い
う
よ
り
は
客
分
と
し
て
召
抱
え
た
ら

し
い
。

そ

の
理
由

は
、
単
純
に
高
虎

の
好
学
に
帰
す
る
見
解
と
、
当
時
高
虎
が
和
子
入
内
に
奔
走
し

て
い
た
の
で
、
京
都
と
の
連
絡
を
強
化
す

る
た
め
で
は
な
い
か
と
す
る
見
方
が
あ

る
が
、
確
定
し
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　×

　
次
に
右
か
ら
五
年
を
経
た

一
六
二
一二

(
元
和
九
)
年
、
広
島

の
浅
野
家
に
仕
え

た
。
そ
れ
ま
で
丈
山
は
母
を
故
郷
に
お
い
た
ま
ま
に
し
て
い
た
よ
う
で
、
老
母
に

孝
養
を
尽
す
た
め
に
仕
官
せ
よ
と
板
倉
重
昌

(京
都
所
司
代
重
宗

の
弟
、

の
ち
島

原
の
乱
に
総
司
令
官
、
戦
死
)
の
紹
介
で
重
い
腰
を
あ
げ
た
。
詳
細
な
事
情
は
省

略
す
る
が
、
右
の
こ
と
は
ほ
ぼ
信
用
し
て
よ
か
ろ
う
し
、
丈
山
が
、
母
上
が
身
ま

か
れ
ば
辞
職
す
る
と
言

っ
た
こ
と
も
信
用

し
て
よ
い

(
そ
の
通
り
に
し
た
。
な
お

後
述
)
。

　

こ
こ
で
ま
ず
問
題
と
な

っ
た
の
は
、
丈
山
の
禄
と
身
分
で
あ

る
。
従
来
五
百
石

説

・
千
石
説

・
二
千
石
説

・
三
千
石
説
が
あ

っ
た
が
、
小
川
氏
が
藩

の
記
録
か
ら

長
晟
に
関
す
る

『自
得
公
済
美
録
碌
』
　
(
自
得
公
は
浅
野
長
晟

の
諱
)
よ
り
、

二

千
石
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
信
用
す
べ
き
と
さ
れ

る
。
身
分
は
客
分
で
、
別
に
禄
高
相
応
の
家
来
を
も

っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。

そ
の
邸
は
広
島
尚
古
会
編

『
石
川
丈
山
』
(
「尚
古
」
特
別
号
、

一
九
一
一
一
)
に
図

面
ま
で
出
て
い
る
。
こ
れ
は

『年
譜
』

一
九
七
頁
に
縮
少
再
録
さ
れ
て
い
る
。
藩

の
重
臣
伴
三
右
門

(
一
本
三
千
五
百
石
、
同
書
は
丈
出
を
三
千
石
と
す
る
)
と
隣

合
せ
で
、
む
か
い
に
禅
寺

の
興
禅
寺
が
あ

る
。
昔
こ
の
辺
に
石
碑
が
建

っ
て
い
た

と
い
う
の
で
広
島

の
人
に
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
こ
の
辺
は
原
爆
で
壊
滅
的
打
撃

を
う
け
て
残

っ
て
い
な
い
と
い
う
。
桜
三
百
株
を
植
え
た
と
い
う
か
ら
、
相
当
広

い
。

　
さ
て
、
こ
の
二
千
石
と
い
う
の
は
、
家
臣
と
し
て
は
極
め
て
高
禄
で
あ
る
。
林

羅
山
も
千
石
に
達
し
な
か

っ
た
。
当
時
儒
官
や
侍
医
は
さ
ほ
ど
高
級
で
な
か

っ
た

か
ら
、
丈
山
は
儒
臣
で
な
く
武
士
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
禄

高
に
応
ず
る
家
臣
も
な
か

っ
た
よ
う
だ
し
、
従

っ
て
訓
練
の
必
要
も
な
い
。
丈
山

は
着
任
後
羅
山
に
あ
て
た
書
簡
で
、
塵
務
に
忙
し
く
て
詩
文
を
楽
し
む
余
裕
も
な

い
と
報
じ
て
い
る
が
、
着
任
当
座
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
は
た
し
て
そ
う

多
忙
で
も
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
き
の

『自
得
公
済
美
録
』
を
み
て
も
、

一
六
三
〇
年

(寛
永
七
)
主
君
江
戸
参
府
に
て
留
守
中
、
九
番
目
の
橋
の
門
番
に

配
属
さ
れ
た
と
か
、
翌
々
一
六
三
二
年
八
月
池
田
光
政
が
備
前

へ
移
封
さ
れ
た
に

つ
い
て
、
浅
野
家

の
使
者
と
し
て
赴
い
た
と
か
が
記
録
さ
れ
、
さ
ほ
ど
重
大
な
用

務
は
他

に
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
詩
集
を
み
れ
ば
、
周
辺
の
名
勝
を
訪

ね
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
母
を
伴

っ
て
、
そ
の
晩
年
の
孝
養
に
尽
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　
母
の
死
は

一
六
三
五
年

(寛
永

=

一)
で
月
は
不
明
、
丈
山
五
三
歳
の
時
で
あ

る
。
そ
こ
で
丈
山
は
翌
年
三
月
に
辞
職
を
願
出
た
が
許
さ
れ
ず
、
病
と
称
し
て
三

月
八
日
に
広
島
を
離
れ
て
有
馬
温
泉
に
入
湯
し
、
そ
の
ま
ま
京
都

へ
帰

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
こ
と
は

『
玄
徳
公
済
美
録
』
　
(浅
野
長
晟
は
前
年
死
去
、
玄
徳
公
は

そ
の
子
光
晟
の
諱
)
に
よ

っ
て
も
、
七
月

二
日
付
で
、
丈
山
は
三
月
初
旬
当
地
を

出
船
、
留
守
居
も
お
い
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
帰
ら
な
い
と
あ
り
、
ま
も
な
く
家

の
番
人
を
撤
し
て
い
る
の
が
確
実
な
資
料
で
あ
り
、
船
で
出
発
し
て
有
馬

へ
行

っ

た
こ
と
は
丈
山
の
詩
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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三
　

凹
凸
寨

・
詩
仙
堂

　
有
馬
湯
治
を
切
上
げ
て
丈
山
は
京
都

へ
帰

っ
た
。
五
四
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
二
年
間
ほ
ど
各
地
を
転

々
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
隠
棲
の
地

を
捜
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
小
薗
氏
は
追
手

(
と
い
っ
て
も
広
島
藩
が
丈

山
の
帰
任
を
求
め
る
捜
索
)

の
目
を
脱
れ

る
た
め
か
も
知
れ
な
い
と
す
る
。
親
友

の
羅
倒
に
も
報
ら
せ
な
か

っ
た
の
で
、
羅
山
は
丈
山
の
居
処
が
判

っ
た
二
年
後
に

「
嘗
て
聞
く
、
君
が
帰
休
す
る
と
こ
ろ
は
京
洛
な
ら
ず
江
湖
な
ら
ず
、
行
く
処
に

随

っ
て
市
隠
し
て
い
る
。
だ
か
ら
手
紙
を
出
さ
な
か

っ
た
の
は
頗
る
疎
濶
に
似
て

い
る
」
と
。

　
丈
山
と
羅
山
は
同
年
の
生
れ
て
あ
る
。
丈
山
が
武
か
ら
文
に
転
じ
た
時
も
羅
山

は
大
い
に
丈
山
を
励
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
丈
山
の
文
才
な
い
し
詩
才
を
認
め
て
い

た
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
両
者

の
郵
筒
往
来
は
さ
か
ん
で
あ
る
。
事
は
羅
山
の

文
集
や

『
新
編
覆
醤
続
集
』
か
ら
わ
か
る
。
羅
山
は
丈
山
の
詩
文
の
進
歩
を
つ
ね

に
賞
し
か
つ
激
励
し
た
し
、
の
ち
に
も
丈
山
が
、
自
分
は
こ
の
よ
う
に
隠
棲
し
て

国
政
の
た
め
に
な
ん
ら
の
寄
与
も
し
て
い
な
い
と
慨
く
と
、
羅
山
は
中
国
の
文
人

の
例
を
引
用
し
て
、
決
し
て
慨
く
に
当
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。

　
丈
山
は
帰
洛
二
年
後
に
い
ま
の
左
京
区
田
中
野
上
町
辺
に
や

っ
と
住
居
の
地
を

見

つ
け
た
。
今
の
京
大
理
学
部
の
北
約

一
キ
ロ
の
地
で
、
神
谷
義
郎
氏
に
よ

っ
て

丈
山
隠
棲
地
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
小
薗
氏
は
同
地
を
訪
れ
て
土
地
の
人
か

ら
伝
聞
す
る
と
こ
ろ
を
聞
い
た
。
勿
論
三
百
年
以
上
経
て
い
る
か
ら
、
誤
伝
も
あ

ろ
う
。
そ
の
地
は
竹
林

の
ほ
と

り

で
広

さ
約
三
〇
〇
坪
と
も
九
〇
〇
坪
と
も
い

う
。
相
当
に
広
い
。
睡
竹
堂
と
名
付
け
ら
れ
た
。
後
に
も
再
言
す
る
が
、
の
ち
こ

の
近
く
の

一
乗
寺
に
造
営
し
、
相
当
金
が
か
か
っ
た
ろ
う
と
密
偵
説
論
者
は
自
説

に
こ
じ

つ
け
る
が
、
当
時

こ
の
あ
た
り
は
全
く
の
田
舎
で
、
地
価
も
大
し
た
こ
と

は
な
か

っ
た
。

　
丈
山
が
帰
洛
し
た
翌
年

の
一
一
月
に
朝
鮮
通
信
使
が
京
都
に
立
寄
り
、
江
戸
に

向

っ
た
。
そ
の
帰
途
京
都
の
本
国
寺

(
西
本
願
寺
北
、
の
ち
の
本
圀
寺
、
現
在
山

科
に
移
転
)

に
そ

の
翌
年

一
月
宿
所
を
定
め
た
。

京
都
の
文
人
詩
人
た
ち
が
訪

　
　
　
　
　
　
　
　

ち
よく

れ
、
そ
の
詩
学
教
授
権
拭
と
会
談
し
た
。
最
近
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
は
さ
か
ん
で

あ
る
が
、
丈
山
と
権
拭
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
案
外
少
な
い
。
丈
山
は
権

拭
と
筆
談
し
、
後
に
自
作
の
詩
多
数
を
清
書
し
て
巻
物
と
し
、
権
試
に
届
け
た
。

権
拭
は
丈
山
の
詩
才
に
感
鳴
し
て

「
日
東
の
李
杜
な
り
」
と
評
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
外
交
辞
令
も
加
わ

っ
て
い
よ
う
が
、　

「大
拙
翁

(当
時
丈
山
は

大
拙
と
名
乗

っ
た
)
の
詩
巻
に
題
す
」
に

「今
代
騒
壇
の
将
、
唯
公
独
り
名
を
擅

に
す
」
と
書
き
出
し
て
い
る
の
も
、
丈
山
の
詩
才
の
ゆ
え
で
あ

る
。
こ
の
詩
巻

は

静
嘉
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
て
、　

「安
城
歴
史
研
究
」
の
第
14
号
に
岩
月
碧
水
氏

が

「石
川
丈
山
筆
語
録
ー
与
朝
鮮
国
権
学
士
菊
軒

(権
拭

の
号
)
筆
注
i
」
と
し

て
詳
細
に
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。　
『新
編
覆
醤
続
集
』
に
も
多
く

の
資
料
を
収
め

て
い
る
。

　
そ
の
後
数
年
間
、

丈
山
は
交
友
と
勝
地
探
訪
の
傍
ら
、

生
涯
隠
棲
の
地

を
捜

し
、

一
六
四

一
(寛
永

一
八
)
年
、
五
九
歳

の
春
頃
に

一
乗
寺

の
地
を
定
め
、
秋

頃
に
新
居
を
完
成
し
た
。
丈
山
は
こ
れ
を
凹
凸
窶
と
命
名
し
、
そ
の
建
物

の
四
畳

半
に
三
十
六
詩
人
の
像
と
丈
山
自
筆

の
隷
書

の
詩
を
書
い
た
額
を
か
か
げ
て
詩
仙

堂
と
称
し
た
。

　
右

の

「
凹
凸
案
」
は
筆
者
な
ど
は
こ
の
地
に
凹
凸
が
あ
る
か
ら
命
名
し
た
と
考

え
て
い
た
が
、　
『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、　
「凹
凸
寺
」
と
い

う
の
は
梁

の
武
帝
が
建
て
た
南
京

の

一
乗
寺

の
別
称
で
、
唐
の
張
彦
遠
の
描
い
た

7
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一
乗
寺
の
門
の
扁
額
を
遠
望
す
れ
ば
眼
暈
し
て
凹
凸
が
あ
る
よ
う
に
見
え
、
近
ず

い
て
見
れ
ば
尋
常

の
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
世
人
は
凹
凸
寺

と
称

し
た
と
あ

り
、
　
「
凹
凸
花
」
も
遠
望
す
れ
ば
凹
凸
、
近
ず
け
ば
平
ら
か
な
絵

の
こ
と
と
あ

る
。
日
本

の
こ
の
地

の
一
乗
寺
も
中
国

の
寺
名
を
と

っ
た
と
思
わ
れ
、
今

は
廃
絶

し
て
い
る
が

一
乗
寺
が
あ

っ
て
、
地
名
も

一
乗
寺
と
い
い
、
藪
里
村
の

一
部
で
あ

っ
た
と
い
う
。

　
次
に
造
営
費
で
あ
る
が
、
密
偵
説
に
こ
じ

つ
け
た
い
人
は
、
そ
こ
に
結
び
つ
け

た
が
る
が
、

二
千
石
で
十
数
年
間
出
仕

し
、
母
死
去
後
は
隠
退
の
素
志
を
貫
徹
し

た
か

っ
た
丈
山
に
、
そ
の
用
意
が
な
か

っ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
し
、
前
述
睡

竹
堂
の

一
畝
～
三
畝
を
と

っ
て
も
、
そ

の
点
は
首
肯
で
き
る
。
あ

る
記
述

に
よ
る

と
、
丈
山
辞
任
三
年
後

に
、
旧
藩
主
光

晟
は
、
自
分
は
今
迄
丈
山
の
辞
任
を
認
め

た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
三
年
分

の
俸
禄
を
与
え
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
確
証
を

え
な
い
。
丈
山
自
身
は
こ
の
た
め
に
蔵
書
を
売
却
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
あ
る

研
究
家
は
、
文
人
詩
人
に
あ
り
が
ち
な
清
貧
を
誇
張
す
る
記
述
で
は
な
い
か
と
い

う
。
と
も
か
く
も
当
時
こ
の
辺
り
は
全
く
の
寒
村
で
、
今
日
の
地
価
か
ら
類
推
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
また

る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
丈
山
自
身
は

「
詩
仙
図
像
序
」
に

「寛
永
十
八
年
春
適
ま

こ
の
地
に
来
て
茆
を
誅
し
宇
を
葺
き
終
焉

の
謀
を
為
す
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し

て
知
友
を
招
い
て
落
成
を
祝

っ
た
。

　
丈
山
が
こ
こ
に
詩
仙
堂
を
造
営
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
木
下
長
嘯
子
が
清
水

寺
近
く
に
建
て
た
住
居

(
主
屋
挙
白
堂
)
に
、
日
本

の
三
十
六
歌
仙
の
像
を
掲
げ

て
歌
仙
堂
と
称
し
た
の
に
倣

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
が

一
般
的
で
あ
る
。
こ

の
四
畳
半

の
詩
仙
堂
こ
そ
は
、
丈
山
が
最
も
心
血
を
注
い
だ
場
所
で
、
詩
人
の
選

定
に
は
羅
山
の
意
見
も
徴
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
両
人
の
往
復
書
簡
か
ら
も
詳

細
が
わ
か
り
、

羅
山
の
返
答
は
、

実
は
す
べ
て
子
息
の
鵞
峰

の
筆

に
な

る
も

の

で
、
若
年
の
鵞
峰
の
学
識

は
、
ま
さ
に
羅
山

の
子
息
た
る
に
恥
ぢ

ぬ
も

の
が
あ

る
。
と
く

に
丈
山
が
断
乎
王
安
石
を
除
い
た
の
に
対
し
て
、
鵞
峰
は
強
く
採
用
す

べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
点
な
ど
は
、
丈
山
が
や
や

一
徹
す
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
で
は
丈
山
の
あ
げ
た
人
物
を
、
鵞
峰
は
か
な
り
意
見
を
述
べ
、
丈
画
は
そ

れ
を
う
け
い
れ
て
い
る
。
例
え
ば
丈
山
が
宋
子
問
を
あ
げ
た
の
に
対
し
、
鵞
峰
は

宋
子
問
の
人
物

よ
り
し
て

(
例
の
劉
廷
之
と
そ
の
詩

の
一
句
、
年
々
歳
々
花
相
似

…
…
の

一
件
)
除
く
こ
と
を
主
張
し
た
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
図
像
は
、
石
川
準
三

氏
所
蔵
の
資
料
よ
り
み
て
、
丈
山
が

一
枚

一
枚
図

の
輪
郭
と
、
そ
こ
に
入
れ
る
詩

の
隷
書
体
が
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
、
そ
の
文
字

の
排
列
が
四
角
あ
り
矩
形
あ
り
三
角

形
あ
り
で
、
丈
山
の
デ
ザ
イ
ン
感
覚
が
窺
わ
れ
、
ま
た
小
紙
片

一
つ
よ
り
残

っ
て

い
な
い
が
、
丈
山
が
描
い
た
衣
服

の
模
様
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
丈
山
は
詩
人
の
官

位
か
ら
服
装
を
調
べ
て
画
家
に
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。
画
家
は
は
じ
め
の
人
が
気

に
入
ら
ず
に
人
を
変
え
た
と
あ
る
が
人
名
は
な
い
。
探
幽
か
と
考
え
ら
れ
博
物
館

で
見
て
も
ら

っ
た
が
、
探
幽
ら
し
き
も
の
も
あ
り
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
と

い
う
か
ら
、
探
幽

一
門
か
と
思
わ
れ
る
。
探
幽
に
関
し
て
は

『
覆
醤
集
』
中
に

一

文
あ
る
の
み
で
、

深
い
交
渉
は
わ
か
ら
な
い
。

現
在
画
像
は
大
部
剥
落

し

て

い

て
、
近
年
小
早
川
秋
声
画
伯
が
模
写
し
た
。
し
か
し
原
物
と
殆
ん
ど
同
じ
も
の
が

名
古
屋
の
徳
川
美
術
館

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
保
存
は
良
好
で
あ
る
。
丈
山
が
新

年
に
詩
仙
を
祀

っ
て
い
た
こ
と
は
、
数
年

の
詩
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
創
建
当
時
の
凹
凸
篥
は
既
述
の
よ
う
に
狩
野
永
納

の
描
い
た
彩
色
図
が
あ
る
。

永
納
は
丈
山
よ
り
四
八
歳
若
い
。
丈
山
が
参
画
し
た
渉
成
園

の
傍
花
閣
や
漱
枕
居

に
も
永
納
の
絵
が
あ
り
、
そ
の
若
い
こ
ろ
に
丈
山
と
交
渉
が
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。
図
は
既
述
の
よ
う
に
入
口
は
西
に
あ

っ
て
、
勿
論
今
の
大
方
丈
は
な
く
、
西

側
と
北
側
に
水
流
が
あ
り
、
北
側

(
今
の
入
口
)
に
小
木
橋
が
か
か

っ
て
い
る
。
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西
側
入
口
に
花
木
が
あ
り
、
そ
こ
を
流
れ

て
い
る
の
に

「流
葉
涌
」
と
記
入
が
あ

り
、
そ
の
奥
の
邸
宅
に
近
い
今
の
庭
に
花
を
植
え
た

「
百
花
塢
」
と
記
入
さ
れ
、

苅
込
み
が
な
い
な
ど
現
況
と
は
若
干
異
な

る
。
丈
山
に
と

っ
て
凹
凸
案

は
余
程
気

に
い
っ
た
よ
う
で
、
凹
凸
篥
十

二
景
や
十
境
を

つ
く
り
、
羅
山
が
来
訪
す
れ
ば
詩

仙
堂
記
の
述
作
を
依
頼
し
、
羅
山
の
子
息

の
鵞
峰
や
読
耕
斎
が
来
れ
ば
詩
仙
堂
六

物

の
記
を
依
頼
し
た
り
し
た
。
こ
の
六
物

に
は
そ
れ
ぞ
れ
丈
山
自
作

の
詩
を
隷
書

の
金
文
字
で
書
し
て
い
る
。
六
物
中
特
別
な
も
の
は
眉
公
琴
で
、
明

の
陳
眉
公
の

所
持
し
て
い
た
七
絃
琴
で
李
西
湖
が
将
来

し
た
と
伝
え
る
。
丈
山
が
い
か
に
し
て

入
手
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
人
を
長
崎
に
派
遣
し
て
求
め
た
も
の

で
あ
ろ
う
。四

　
丈
山
の
文
芸
と
趣
味

　
　
　
　
　
1
　
漢
　
　
　
詩

　
丈
山
は
何
よ
り
も
詩
人
と
し
て
特
筆
大
書
さ
れ
る
。
前
代
に
は
本
場

の
中
国
人

を
も
驚
か
し
た
五
山
の
詩
僧
の
秀
句
が
あ

る
が
、
そ
れ
が
や
が
て
衰
退
し
て
江
戸

時
代
に
入
る
と
儒
者
の
詩
が
注
目
さ
れ
る

(
そ
の
過
程
は
、
岩
波

の
古
典
文
学
全

集
の
五
山
文
学

・
江
戸
詩
人
集
参
照
)。

と
こ
ろ
が
江
戸
初
期
の
儒
家
の
詩
と
い

う
と
道
学
臭
を
脱
れ
な

い
な

か
に
あ

っ
て
、
丈
山
は
自
然
を
読
ん
だ
秀
作
が
多

く
、
か

つ
盛
唐
の
詩
を
範
と
す
べ
き
を
説

い
た
点
で

(
そ
れ
以
前

は
宋
詩
を
多
く

範
と
し
た
と
い
う
)
も
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
丈
山
の
詩
と
い
え
ば
、
詩
吟
な
ど
で

は
ま
ず
例
の
「白
扇
倒
懸
東
海
天
」
で
、
こ
れ
は

『
覆
醤
集
』
の
冒
頭
に
あ
り
、
林

羅
山
も
そ
の
着
想
を
賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
が

(
製
作
年
次
不
詳
、
小
川
氏
は

一
六
二
一二
〈
元
和
九
〉
年
と
推
定
。
同
年

の
丈
山
と
羅
山
の
書
簡
、
羅
山
は

「奇

巧
」
と
評
す
)
、

研
究
者
に
よ
る
と
、

着
想
は
奇
抜
で
あ
る
が
和
習
を
脱
れ
ず
と

い
う
に
あ
る
よ
う
で
、
筆
者
も
丈
山
の
詩
と
い
え
ば

つ
ね
に
こ
の
詩
が
出
る
の
に

廉
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
丈
山
の
秀
句
は
前
掲

『江
戸
詩
人
選
集
』
が
便
利
で
あ
る

が
、
左
に
専
門
家

の
石
川
忠
久
氏
が
N
H
K

「漢
詩
を
読
む
」
で
取
上
げ
ら
れ
た

一
首
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
る

(
一
九
九
九

・
一
一
)
。
(石

『選
集
』

一
一
七
頁
)
。

　
　
写
閑
適

　
　
山
楼
熟
静
幽
　
　
山
楼
静
幽
に
熟
し

　
　
　
　
　
　

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
天
性
辟
伊
憂
　
　
天
性
伊
憂
を
辟
く

　
　
　

②

　
　
黄
巻
観
無
尽
　

　
黄
巻
見
れ
ど
も
尽
く
る
こ
と
な
く

　
　
　
　
　
　

③
　
　
　
　
　
　ひ

　
　
白
駒
挽
不
留
　
　
白
駒
挽
け
ど
も
留
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　　
　
　
　
　ぷ
んせ
い

　
　
暮
堂
蚊
蚋
沸
　
　
暮
堂
蚊
蚋
沸
き

　
　
泉
水
月
星
流
　
　
泉
水
月
星
流
る

　
　
　
　
　
　

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あわ
れ

　
　
対
酒
怜
元
亮

　
　
酒
に
対
し
て
元
亮
を
怜
み

　
　
　
　
　
　

⑤
　
　
　
つえ

　
　

倚
錵
億
阮
修

　
　
筑
に
倚
り
て
阮
修
を
憶
う

　
　
　
え
い　
　

ひ
ん⑥

　
　
病
羸
双
雪
鬢
　
　
病
羸
双
雪
鬢

　
　
　

⑦
　
　
　
⑧

　
　

行
理

一
虚
舟
　
　
行
理

一
虚
舟

　
　
　

⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　くら

　
　

茹
淡
居
安
楽
　
　
淡
を
茹
い
て
安
楽
に
居
り

　
　
　

⑩
　
　
　
⑪

　
　
道
心
万
事
休
　
　
道
心
万
事
休
す

　
　
　
①
言
語
の
不
明
瞭
、
転
じ
て
言
葉
を
濁
し
て
他
に
へ
つ
ら
う
。
②
書
物
。

③
白
駒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あざな

　
　
　

(光
陰
・
歳
月
)
は
留
め
る
こ
と
が
で
き
ぬ
、
④
陶
潜

(淵
明
)

の
字
。
⑤
晋
の

　
　
　
人
。
外
出
時
は
杖
の
頭
に
百
銭
を
掛
け
、
酒
家
に
至
っ
て
独
り
飲
酒
陶
然
と
し
て
い

　
　
　
た
。
⑥
病
み
つ
か
れ
て
両
方
の
眉
毛
も
白
く
な
っ
た
。
⑦
行
動
の
原
理
。
⑧
物
を
の

　
　
　
せ
ぬ
舟
。

『荘
子
』
に
よ
る
。
⑨
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
を
食
べ
る
。
⑩
道
義
を
求
め

　
　
　
る
心
。
⑪
禅
語
、

一
切
の
心
の
働
き
を
止
め
る
。

右
は
末

二
句
以
外
は
す
べ
て
対
句
で
技
巧
的
な
作
品
。

　
つ
ぎ
に

『覆
醤
集
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の

「
覆
醤
し
の
読
み
方
と
音
心味
が
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窓史

頗
る
厄
介
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、　
「
ふ
し
ょ
う
」
と
読
み
、
醤
油

(
又

は
味
噌
)
を
覆
う
粗
末
な
も
の
、
反
古
に
等
し
き
も
の
の
意
で
あ
る
。
厄
介
と
い

う
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

筆
者
は
は
じ
め

「
ふ
く

し
ょ
う

し
ゅ
う
」
と
読

み
、

醤
油
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
と
は
い
か
な
る
意
味
か
わ
か
ら
ず
、

あ

る
辞

典

(
そ
の
書
名
が
思

い
出
せ
な
い
)
を
見
る
と
、
味
噌
の
蓋
を
覆
う
粗
末
な
紙
か
ら
、

つ
ま
ら
ぬ
も
の
と
い
う
意
味
だ
と
あ

っ
て
、

は
じ
め
て
了
解
し
た
。

小
川
氏

は

『年
譜
』
附
編
の
宋
尾
に
本
書
の
成
立
、
覆
醤

の
意
味
、
種
類
と
体
裁
に
つ
い
て

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
も
醤
油
を
覆
う
粗
末
な
も
の
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

そ
し
て
、

江
戸
時
代

の
書
目
解
題
に
は
殆
ん
ど

「
ふ
く
し
ょ
う
」

と
読

み
、
ご
く
稀
に

「
ふ
し
ょ
う
」、
或

は
お
お
う
場
合
は

「
ふ
」、
く

つ
が
え
す
場
合

は

「
ふ
く
」
と
あ
る
と
い
う
。
念
の
た
め
に

『
漢
和
大
辞
典
』
や

『
大
字
典
』
を

み
る
と
醤
油
瓶
の
蓋
に
す
る
、
著
書
や
文
章
が
余
り
読
ま
れ
ず
、
反
古
と
し
て
蓋

と
な
る
と
あ

っ
て
、
用
例
と
し
て

『
漢
書
』
の
楊
雄
伝
に
あ
る
人
が
、
の
ち
に
醤

瓶
を
覆
ふ
の
に
用
ひ
ら
れ
は
せ
ぬ
か
と
恐
れ
る
、
と
言

っ
た
と
あ
る
か
ら
、

二
千

年
以
上
前
か
ら
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
ま
た

「醤
」
は

「
ヒ
シ
ホ
」
「
ミ
ソ
」、

肉
を
和
し

「醤
」
と
書
き
、
ま
た
酒
を
和
し
て

「
醤
」
と
書
く
、
み
そ
の
こ
と
と

あ
る
。
よ

っ
て

「醤
油
」
と
は
み
そ
の
こ
と
と
あ
り
、
ま
た
今
の
醤
油
と
は
少
し

違
う

(あ
る
い
は
原
形
)
の
で
は
な
い
か
な
ど
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、
厄
介
な
の

で
こ
の
辺
で
止
め
る
。
要
す
る
に
丈
山

ほ
ど
の
人
が
こ
れ
を

「
ふ
く
し
ょ
う
」
と

読
む
は
ず
は
な
く
、
ま
た
意
味
は
自
作

を
謙
遜
し
て
命
名
し
た
こ
と
は
疑
な
い
。

　
次
に

『覆
醤
集
』
に
つ
い
て
は
前
記
小
川
氏
の
詳
細
な
解
説
に
譲
る
。
丈
山
は

自
身
で
詩
集
を
編
む
意
志

は
な
か

っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
板
倉
重
宗
が
同
藩
旧

友

の
誼
で
ぜ

ひ
詩
集
を
編
さ
ん
し
て
ほ
し
い
、
そ
れ
を
三
河
の
菩
提
寺
の
長
円
寺

に
納
め
た
い
と
い
っ
た
。
そ
の
後
丈
山
は
九
年
間
も
放
置
し
、
重
宗
の
懇
請
が
い

よ
い
よ
急
な
の
で
、
自
ら
隷
書
で
書
し
て
上
下
二
巻
と
し
た
。
序
文
は
松
永
尺
五

(
一
六
四
八

〈
慶
安
元
〉
年
丈
山
六
六
歳
、
丈
山
よ
り
前
記
事
情
を
記
す
よ
う
求

め
ら
れ
た
)
と
野
間
三
竹

(
右
の
三
年
後
、
三
竹
は
有
名
な
玄
琢
の
子
、
子
苞

・

静
軒
)
で
、
お
そ
ら
く
重
宗
の
父
勝
重
の
三
十
回
忌

(
一
六
五
三

〈承
応
二
〉
長

円
寺
に
納
め
ら
れ
た
。

　
右

は

一
六
七

一

(寛
文

二

)
年
以
下
続
々
刊
本
と
な
り
、
さ
ら
に
丈
山
の
養

子
克

の
手
に
よ
り
新
編
本
と
同
続
集
が
編
さ
ん
刊
行
さ
れ
た
。

　
○

『覆
醤
集
』
上
下
二
冊
、
石
川
丈
山
自
筆
、
長
円
寺
蔵
、
詩
約
三
五
〇
首
、

　
　
丈
山
の
跋
は

一
六
五
三

(承
応

二
)
年
、
時
に
七

一
歳
。

　
○

『新
編
覆
醤
集
』

四
巻
、

石
川
克
跋

一
六
七
六

(
延
宝
四
)
年
、

三
九
四

　
　
首
。
丈
山
は
右

『覆
醤
集
』
の
続
集
刊
行
を
考
え
て
い
た
と
い
う
。

　
○

『新
編
覆
醤
続
集
』

=
ハ
巻
刊
年
同
前
。
本
書
は
前
二
著
が
詩

の
み
な
の
に

　
　
対
し
、
丈
山
の
銘
、
書
簡
、
林
家
そ
の
他
の
詩
仙
堂
記
や
凹
凸
案

・
六
物
に

　
　
関
す
る
詩
文

・
墓
碑
等
を
載
せ
る
。
詩
は
約
六
〇
〇
首
。

　
○

『新
編
覆
醤
続
集
拾
遺
』
、

埜
直
子
方
編
。

石
川
克

は

「
続
々
集
」
を
編
む

　
　

つ
も
り
で
あ

っ
た
が
果
さ
な
か

っ
た
。
埜
直
子
方
は
石
谷
清
成

(
石
谷
貞
清

　
　
孫
、
貞
清

は
幕
臣
、
板
倉
重
昌

の
島
原
の
乱
征
討
に
副

っ
て
出
張
。
江
戸
町

　
　
奉
行
を
勤
め
た
人
。
丈
山
と
旧
交
あ
り
。
そ
の
子
武
清
に
丈
山
は
詩
仙
堂
を

　
　
託
そ
う
と
し
た
。
写
本
。
詩
七
三
首
、
書
簡
三
九
篇
他
。

　
な
お
丈
山
の
詩
の
詩
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
松
下
忠
著

『
江
戸
時

代
の
詩
風
詩
論
』

(
明
治
書
院
、

一
九
六
九
)
、
猪
口
篤
志
著

『
日
本
漢
文
学
史
』

(角
川
書
店
、　
一
九
八
四
)
な
ど
が
あ
る
。
丈
山
は
正
式
に
詩
を
教
授
し
た
わ
け

で
な
く
、
門
下
と
称
す
る
も
の
が
数
人
あ
る
。
詩
を
教
え
て
東
修
を
と
る
よ
う
に

な

っ
た
の
は
、
丈
山
の
次
の
世
代
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

10
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2
　
書

　
江
戸
初
期
の
著
名
な
書
家
と
し
て
は

一
般
に
寛
永

の
三
筆

(本
阿
弥
光
悦

・
松

花
堂
昭
乗

・
近
衛
信
尹
)
を
あ
げ
る
。
専
門

の
書
家
で
は
な
い
。
丈
山
は
隷
書
の

大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
書
道
史
で
は
、
当
時
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
隷
書
の

法
帖
が
第

一
級
の
も
の
で
な
く
、
従

っ
て
丈
山
の
書
も
上
乗
と
は
い
い
難
い
、
と

い
う
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
書
に
つ
い
て
は
前
掲
綾
村
坦
園
氏
の
著
作
が
便
で
あ

る
。
本
書
は
書
道
以
外

に
も
多
岐

に
わ

た
り
、
書

は
野
間
三
竹
か
ら

『
星
鳳
楼

帖
』
を
借
用
し
て
喜
ぶ
丈
山
を
特
記
し
て
い
る
。
こ
の
野
間
三
竹
は
玄
琢
の
子
で

資
産
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
舶
載

の
書
も
相
当
購
入
し
、
丈
山
は
三
竹
か
ら
借
用

し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
三
竹

の
著
書
は
京
大
図
書
館
に
か
な
り
所
蔵
し
て
い
る

が
、
独
創
的
な
著
作
よ
り
は
編
さ
ん
物
が
多
い
。
丈
山
は
書

の
本
も
相
当
集
め
た

と
思
わ
れ
、
今
回
什
物
調
査
で

『
淳
化
閣
帖
』
第
五
巻
を
臨
書
し
た
も
の
が
見

つ

か

っ
た
。
筆
者
な
ど
相
当
美
事
な
も
の
と
思
う
が
、
如
何
か
。

　
丈
山
の
書
は
か
な
り
残

っ
て
い
る
。
前
出
の
上
田
堪
庵
収
集
の
も
の

(
京
都
民

芸
館

で
展
示
、
筆
者
解
説
)
は
さ
す
が
に
よ
く
集
め
ら
れ
た
。
ま
た
石
川
準
三
氏

蔵

の
丈
山
が
近
所

の
人
に
編
物
を
し
て
も

ら
っ
た
短
文
の
福
状

(
写
真
集

『詩
仙

堂
』
に
掲
載
)

も
八
十
す
ぎ

の
書
で
、

晩
年
に
至
る
ま
で
筆
力
は
衰
え

て

い
な

い
。
今
日
時

々
古
美
術
商
に
出
る
丈
山
書
幅
は
数
十
万
円
の
値
が

つ
く
が
、
偽
書

も
か
な
り
あ
る
。
あ
る
茶
人
か
ら
見
て
く
れ
と
い
わ
れ
た

一
点
は
ほ
ぼ
偽
書
、
念

の
た
め
古
美
術
商
に
確
か
め
た
。
ま
た
先
年
三
河
安
城
の
歴
史
博
物
館
で
、
古
美

術
商
が
寄
贈
し
た
丈
山
書
の
写
真
を
み
た
。
十
数
点
あ

っ
た
が
殆
ん
ど
偽
書
、
こ

の
話
を
神
谷
義
郎
氏
に
す
る
と
、　

「
あ
れ

は
皆
偽
物
で
す
」
と
の
答
で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
3
　
篆
　
　
　
刻

　
書
と
併
せ
て
篆
刻
に
お
い
て
も
丈
山
は
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
中
田
勇
次
郎
博
士
も
触
れ
て
お
ら
れ
る

(同
氏
全
集
所
収
)。

篆
刻
史
か
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
どく
り
ゆう

え
ば
、
隠
元
に
や
や
遅
れ
て
来
日
し
た
黄
檗
僧
で
書
家
と
し
て
も
名
高
い
独
立
な

ど
が
日
本
に
伝
え
た
の
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
丈
山
は
そ
れ
以
前
に
、
お
そ
ら

く
中
国
の
法
帖
を
見
て
で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
試
み
て
い
る
。
そ
れ
も
中
野
医
博

の

拡
大
写
真
に
よ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
丈
山
自
身
が
朱
で
書
い
た

も
の
で
、
そ
れ
を
版
木
屋
に
製
作
さ
せ
た
と
見
ら
れ
る
。
丈
山
が
デ
ザ
イ
ン
感
覚

に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
詩
仙
図
像

の
詩

の
配
置
で
も
触
れ
た
が
、
篆
刻
も

ま
た
そ
の

一
で
、
自
ら
篆
刻
を
趣
味
と
さ
れ
る
中
野
医
博
の
丈
由
篆
刻
論
は
興
味

が
あ
る

(未
発
表
の

一
文
が
あ
る
)
。

　
　
　
　
　
4
　
絵
、
茶
、
作
庭

　
綾
村
坦
園
氏
前
掲
書
に
丈
山
の
絵
三
点
を
載
せ
る
。
そ
の
隷
書
の
賛
や
印
か
ら

見
て
丈
山
と
思
わ
れ
る
が
、
絵
を
習

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
資
料
を
得
な
い
。
詩

仙
堂
什
宝
に
狩
野
永
徳
の
六
曲

一
隻

の
山
水
画
屏
風
が
あ
る
。
専
門
家
に
写
真
を

見
せ
た
が
、
永
徳
は
同
名
が
他
に
も
あ
り
、
有
名
な
永
徳
の
画
で
は
な
い
ら
し
い

と
い
う

(
署
名
は

「
法
眼
永
徳
」
)。

　
茶
に
つ
い
て
は
丈
山
を
煎
茶
道
の
祖
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
の
説
は
今
日

一
般

に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説

の
理
由
は
、　
『煎
茶
綺
言
』
に
あ
る
ら
し
い
。
こ

の
本
は
活
字
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
る
が

(
家
庭
文
庫
)
、

そ
の
内
容
が
す
こ
ぶ
る

疑
わ
し
く
、
丈
山
が
祖
で
、
二
代
が
丈
山
没
後
詩
仙
堂
を
守

っ
た
儒
者
平
岩
仙
桂

で
、
三

・
四
代
が
茶
人
で

(
名
を
あ
げ
て
い
る
が
人
名
辞
典
に
全
く
な
し
)
そ
れ

を
売
茶
翁
か
つ
ぎ
、
自
分
は
翁
の
三
代
売
茶
翁
だ
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
傍
証
が
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窓史

一
も
な
い
。
丈
山
は
よ
く
野
間
三
竹
の
茶
会
に
招
か
れ
、
ま
た
友
人
の
武
田
道
庵

は
千
家
と
も
親
し
い
茶
人
で
も
あ
る

(
昨
年
発
見
の
表
千
家
四
代
江
岑
宗
左
の
文

書

の
展
覧
会
に
道
庵

の
書
展
示
、

同
文
書
は
主
婦
之
友
社
よ
り
公
刊
)。

し
か
し

当
時
茶
会
と
い
え
ば
ま
ず
抹
茶
で
あ
る

(
念
の
た
め
大
阪
市
立
美
術
館
研
究
員
に

た
し
か
め
た
)
。

丈
山
が
と
く
に
茶
に
心
を
入
れ
た
資
料
は
な
く
、

茶
会
も
尋
常

一
様

の
参
会
者
で
あ

っ
た
ろ
う
。

　
作
庭
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
学
ん
だ
資
料
を
得
な
い
。
従

っ
て
詩
仙
堂
と
渉
成

園

(
こ
れ
は
ど
の
程
度
か
は
不
明
)
以
外

に
、
二
、
三
丈
山
作
庭
説
の
庭
が
あ
る

が
、
確
実
な
資
料
が
出
な
い
限
り
、
ま
ず
伝
承
の
範
囲
を
出
な
い
と
思
わ
れ
る
。

五
　
丈
山
密
偵
説
の
迷
妄

　
さ
る
高
名
の
史
家

(
但
し
近
世
史
専
攻
で
は
な
い
)
と
著
名
な
作
家
が
、
丈
山

密
偵
説
が
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
読
者

は
筆
者
の
高
名
ゆ
え
に
そ
れ
は
事
実
の
よ

う
に
思
い
込
む
例
が
あ
る
。

　
そ
の
原
因
は
何
か
。

一
つ
に
は
佐
藤

一
斎

の

「丈
山
を
夢
み
る
詩
弁
に
叙
」
で

前
掲
綾
村
坦
園
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い
て
、

一
斎

の

『愛
日
楼
集
』
に
出
て
い
る
そ

う
で
あ
る
。

一
斎
自
書
の
長
文
の
書
幅
が
詩
仙
堂
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
伝
来
に

つ
い
て
は
詳
知
し
な
い
。

一
斎

は
京
洛
で
夢
に
丈
山
が
現
わ
れ
、
大
坂
の
先
登
に

つ
い
で

「国
家
の
た
め
に
遊
偵
に
な
ら
ん
と
欲
す
」
と
言

っ
た
、
と
記
し
、
綾
村

氏

は
こ
れ
が
丈
山
密
偵
説
の
お
こ
り
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。　
一
斎
ほ
ど
の
学
者

が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
た

の
か
。
戯
文
か
。
そ
れ
と
も
江
戸
時
代
に

そ
の
よ
う
な
風
聞
が
あ

っ
た
の
か
と
、
念

の
た
め
太
田
為
三
郎
編
の

『
日
本
随
筆

索
引
』
に
よ
っ
て
諸
随
筆
を
調
べ
た
が
、
そ
の
片
鱗
を
示
す
も
の
も
な
い
。

　
そ
れ
を
大
々
的
に
書
き
立
て
た
の
が
奇

人
宮
武
外
骨
氏
の

『明
治
密
偵
史
』
の

冒
頭
で
、
わ
ざ
わ
ざ
丈
山
像
の
線
画
に

「犬
」
と
い
う
字
を
副
え
て
い
る
。
氏
に

よ
れ
ば
、
丈
山
が
罪
を
え
て
再
び
出
仕
し
な
か

っ
た
の
も
、
し
ば
し
ば
字
や
号
を

変
え
た
の
も
、
す
べ
て
密
偵
の
証
拠
と
な
る
。
さ
る
随
筆
に
、
丈
山
が
広
島
に
い

た
時
、
召
抱
え
て
い
た
も
の
に
不
埒
の
行
動
が
あ

っ
て
放
逐
し
た
、
そ
の
も
の
が

変
名
し
て
丈
山
に
仕
え
て
い
た
こ
と
を
口
実
に
他
家
に
仕
え
よ
う
と
し
、
そ
の
家

か
ら
丈
山
に
連
絡
が
入
り
、
丈
山
は
、
彼
は
手
だ
れ
の
者
だ
か
ら
用
心
し
て
連
行

し
て
欲
し
い
と
い
い
、
丈
山
は
使
者
の
面
前
で
首
を
は
ね
た
と
い
う
の
が
あ
り
、

外
骨
氏
は
こ
れ
も
こ
の
男
が
丈
山
が
密
偵
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
話
は
小
薗
氏
も
触
れ
ら
れ
て
い
て
、
広
島
藩
医
の
武
田
蒙
庵
が

入
洛
時
、
あ
る
人
か
ら
、
丈
山
の
声
色
や
行
動
は
信
長
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と

聞

い
た
と
伝
え
て
い
る
。
丈
山
は
気
性

の
激
し
い
人
で
、
詩
仙
堂
隠
棲
後
も
近
く

の
川
で
米
を
か
し
て
い
る
時
、
上
流
で
い
つ
も
小
便
す
る
子
供
が
お
り
、
数
回
注

意
す
る
も
き
か
な
い
の
で
槍
で
つ
き
殺
し
た
と
い
う
挿
話
も
あ
る
。
と
も
か
く
も

外
骨
氏
は
丈
山
を
密
偵
に
し
あ
げ
た
い
の
で
あ
る
が
、
確
実
な
資
料
が
な
く
て
資

料
が
残

っ
て
い
な
い
の
こ
そ
密
偵

の
証
拠
だ
と
い
う
に
至

っ
て
は
語
る
に
落

つ
と

い
う
外
な
い
。

　
か

つ
て
芭
蕉
密
偵
説
も
あ
り
、
高
名
な
俳
人
が
、
テ
レ
ビ
で
そ
う
疑
わ
れ
る
フ

シ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
筆
者
は
芭
蕉
の
事
蹟
に
通
じ
な
い
か
、
二
ヶ
月

ほ
ど
履
歴
不
明
の
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
間
旧
藩
主
か
ら
密
命
を
受
け
た
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
資
料
が
発
見
さ
れ
て
密
偵

説
は
雲
散
霧
消
し
た
と
聞
く
。
と
も
か
く
も
丈
山
や
芭
蕉
の
よ
う
な
高
士
を
密
偵

と
い
う
と
注
目
を
惹
き
易
い
。
筆
者
も
二
、
三
の
話
を
聞
い
た
。
変
事
が
あ
る
と

丈
山
が

一
乗
寺
か
ら
男
山
の
松
花
堂
に
の
ろ
し
を
あ
げ
、
昭
乗
が
大
坂
城

へ
の
ろ

し
で
知
ら
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
京
都
所
司
代
が
い
る
の
に
全
く
そ
の
必
要
は

ユ2
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な
い
。
ま
た
詩
仙
堂
に
江
戸
時
代

の
望
遠
鏡
が
あ

っ
て
、
こ
れ
ま
た
丈
山
が
御
所

を
の
ぞ
く
た
め
の
も
の
と
い
う
説
が
立

つ
。
中
野
医
博
が
見
た
と
こ
ろ
御
所
な
ど

と
て
も
見
え
な
い
。
さ
ら
に
製
作
年
代
が
入

っ
て
い
て
丈
山
没
後

の
製
作
と
わ
か

り
、
笑
い
話
と
な

っ
た
。

　
要
す
る
に
筆
者
が
今
日
ま
で
調
べ
た
と

こ
ろ
で
は
、
丈
山
密
偵
説
を
裏
付
け
る

資
料
は
何

一
つ
な
い
。

六
　
付

　
丈
山
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て

一
代
の
隠
遁
の
高
士
と
目
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
既
に
触
れ
た
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
西
鶴
が

『武
家
義
理
物
語
』
に

一
章

を
あ
て

(丈
山
と
再
会
を
約
し
た
武
士
が

雪
を
冒
し
て
詩
仙
堂
を
訪
れ
、
少
時
談

笑

の
の
ち
、

こ
れ
で
約
を
果
し
た
と
す
ぐ
辞
去
し
た
話
)、

杉
田
玄
白
が
そ
の

一

宇
に

「小
詩
遷
堂
」
と
命
名
し
た
ご
と
き
、
ま
た
紫
野
栗
山
が
在
洛
の
間
門
弟
を

連
れ
て
し
ば
し
ば
詩
仙
堂
を
訪
れ
た
の
は
著
名
で
あ
る
。

　
詩
仙
堂
を
詠
ん
だ
詩
も
多
い
。
そ
の

一
部
は
詩
仙
堂

の
什
宝
中
に
あ
る
。
筆
者

屯
ま
た
幕
末
の
蘭
方
医
新
宮
凉
庭
の

一
軸

を
得
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
胸
中
無
気
百
雷
消
　
遺
却
甲
縹
奇

一
瓢

　
　
鴨
水
橋
東
好
風
立
　
壁
間
長
剣
独
幽
寞

　
　
　
詩
仙
堂
　
　
鬼
国
山
人
碩

　
江
戸
時
代
の
丈
山
追
慕
の
最
大
行
事
は
松
浦
静
山
肝
煎

の
百
五
十
年
忌
で
あ
ろ

う
。

お
　

わ
　
り
　

に

目
下
原
稿
を
出
版
社
に
託
し
、
ま
た
老
懶
無
精
に
し
て
若
干
記
憶
に
頼

っ
た
箇

所
も
あ
り
、
魯
魚
の
誤
な
き
や
を
怖
れ
る
。
江
戸
初
期
儒
学
の
研
究
は
敗
戦
後
余

り
進
ん
で
い
な
い
と
聞
く
。
そ
の
点
小
川
氏

の
著
作
は
力
作
た
る
を
失
わ
ぬ
。
丈

山
の
資
料
が
博
捜
さ
れ
、
そ
の
遺
風
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

Z3



　　　　　　　　　　　　　　 狩野永納筆　創建当時の凸凹窩全景

入口が西にあり、入った処に百花鳩や流葉涌があり、今の方丈がまだない点に注意。　(石川凖三氏蔵)



丈山筆臨写淳化閣帖第五(詩 仙堂蔵)


